
混練技術の事例紹介～粒状地盤材料：灰テックビーズ～

産業副産物（石炭灰）を主原料とした粒状地盤材料「灰テックビーズ」

Ķ灰テッʇビーʒķɉĂ石炭火力発電所Ɂ副産ȯɦɥ石炭灰ĪフˁイアッシュīɅ水ɂʓ ン́ʠĂ必要Ʌ

 応Ȳɀ添加材ɬ特殊 キ̫サーɁ攪拌・混合ȱɀ製造ȳɥ粒状地盤材料Ɂȳă製造ɉĂ各種材料投入

 ȥɣ造粒製造まɁɈ工程ȦȮく短時間ɁあɤĂ自動製造ȳɥȭɂȦɁȧまȳă

製造技術概要おɢび特徴 品質Ī物理・力学特性ī

主Ʉ適用範囲

公的評価の取得

灰テックビーズɅ関するお問い合わせɄɣ・・・

環境安全性

じさ 製造工程Ȧ簡単Ɂ短時間Ʌ製造Ȧ可能Ɂȳă

3さ 用途Ʌ応Ȳた粒Ɉ強度ɬ自由Ʌ選定Ɂȧまȳă

「さ 通常Ɉ土質材料ɂ同様Ɉ設計・施工Ȧ可能Ɂȳă

」さ 長期安定性Ʌ優ɦɀいまȳă

7さ 環境Ʌ対ȱɀ安全Ɂȳă

4さ 通常Ɉ砂質土・礫質土系Ɉ地盤材料ɢɤɜ
ā軽量Ɂȳă

すさ 用途Ʌɢɤ製造ȳɥ粒Ɉ大ȧȯȦ自由Ʌ選定
āɁȧまȳă

■ 特　徴

ĺ灰テッʇビーʒ外観Ļ

擁壁裏込ɛ・埋戻ȱ 管路埋戻ȱ軽量盛土(路盤・路床ɄɃ（

ĺ キ̫サɈ羽根構造Ļĺ灰テッʇビーʒ製造プ ンˁʠɈ一例Ļ

灰テッʇビーʒɉ右記Ɉ表Ă

ʈˁフɈ品質特性ɬ有ȱɀ

ȤɤĂ盛土材，道路路盤材

ɄɃɈ土質材料ɂȱɀ利用

Ɂȧまȳă

Ķ灰テッʇビーʒķɉĂ通常Ɉ砂質土や礫質土ɂ同様Ɉ方法Ɂ施工Ȧ可能Ɂあɥȭɂȥɣ盛土材Ă

 構造物Ɉ裏込ɛ・埋戻ȱ材Ă土地造成材Ă路盤・路床・路体材ɄɃɂȱɀ利用Ɂȧまȳă特Ʌ通常Ɉ

 地盤材料Ʌ比ɓɀ軽量ɁあɥȭɂȥɣĂ盛土材ɂ利用ȱた場合Ʌɉ基礎地盤ɒɈ影響Ȧ小ȯくĂ

 軟弱地盤上ɁɈ施工Ʌ効果的ɁȳăまたĂ擁壁ɄɃɈ裏込ɛや埋戻ȱ材ɂȱɀ利用ȳɥȭɂɁ

 土圧Ȧ低減ɁȧĂ構造物Ɉʑ˂y 化ĪコʑʠʘウンīȦ図ɦまȳă

灰テッʇビーʒȥɣɈ重金属等Ɉ溶出量ɉ土壌環境基準以下ɁȳăĪ下表ɉ成分試験Ɉ一例ɬ示ȱまȳī

㍑重金属等Ɉ溶出量 Īmg/āī

項ā目 カʡʷウy ᇿ価ʇ˅ʸ鉛

灰テッʇビーʒ

基 準 値

砒素 水銀 ʓ ン˄ シアン ふっ素 ほう素

しさししじ＜ しさしし「＜ しさしす＜ しさしし3＜ しさししし「＜ しさしし8＜ しさ7＜ しさ「＜不検出

しさしじ＜ しさしじ＜ しさし「＜ しさしじ＜ しさししし「＜ しさしじ＜ しさ8＜ じさし＜不検出

◆財（土木研究ʓンʗーɈ建設技術審査証明ɬ取得ȱɀȤɤまȳă

・登録名称：石炭灰ɬ利用ȱた粒状地盤材料Ķ灰テッʇビーʒķ

・登録番号：建技審証ā第 し4じ4 号

・技術審査照明Ɉ更新変遷： 平成 じ」年じじ月す」日 取得
平成 すじ年じじ月す」日 内容変更・更新
平成 す」年じじ月す」日 更新

平成 3じ年じじ月す「日・審査証明Ɉ有効期限  ：

土木建築部　建設資源利用推進グループ

〒760-8573

TEL (087)821-5061 FAX (087)825-3177

高松市丸の内2番5号
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透水係数 K

修  正 などべ特ā性

灰テッʇビーʒ


